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第
68
回
近
畿
鴻
峰
会
総
会
・
懇
親
会

７
月
３
日
（
日
）

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪
で

多
数
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

皆
様
、
ま
だ
ま
だ
不
便
な
生
活

が
続
き
ま
す
が
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
そ
ろ
そ
ろ
以
前
の
様

な
生
活
に
戻
り
た
い
と
世
界
中
の

人
々
が
願
っ
て
い
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
な
か
な
か
現
実
は
厳
し
い

様
で
す
。
２
０
２
２
年
度
の
近
畿

鴻
峰
会
総
会
は
今
の
と
こ
ろ
７
月
３

日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
総
会

実
施
の
可
否
に
つ
い
て
は
世
の
中
の

動
き
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
決
定

致
し
た
く
思
い
ま
す
。
そ
の
情
報
も

別
途
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

昨
秋
11
月
に
山
口
高
等
学
校
創

立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
事
は
喜
ば
し

い
事
で
し
た
。
世
の
中
の
感
染
が

下
火
の
時
期
で
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
原
稿
を
書
い

て
お
り
ま
す
内
に
世
界
で
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
予

想
も
し
な
か
っ
た
戦
争
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
会
報
を
読
ま
れ
る

頃
に
は
状
況
も
良
い
方
向
に
落
ち

着
い
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
令
和
に
な
り
ま
し
て
か
ら

疫
病
、
戦
争
と
色
々
な
事
が
発
生

し
、
変
化
の
比
較
的
少
な
か
っ
た

平
成
か
ら
「
混
沌
の
令
和
」
と
後

世
言
わ
れ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
長
州
、

中
で
も
山
髙
の
卒
業
生
は
こ
れ
か

ら
の
日
本
に
益
々
求
め
ら
れ
る
人

材
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

近
畿
鴻
峰
会
は
一
つ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

先
輩
、
後
輩
、
同
期
、
現
役
生
と

の
間
で
気
軽
に
交
流
出
来
る
楽
し

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
ん
ど
ん
広

が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
日

常
の
活
動
と
し
て
は
既
に
①
自
然

を
楽
し
む
会
②
一
木
会
（
講
演
会
）

③
ゴ
ル
フ
会
、
な
ど
を
定
期
的
に

開
催
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
行
事

予
定
は
事
務
局
通
信
に
て
ア
ド
レ

ス
の
判
る
方
々
へ
案
内
し
て
い
ま

す
。
ま
た
常
時
ア
ク
セ
ス
が
可
能

な
近
畿
鴻
峰
会
Ｈ
Ｐ
やFacebook

ペ
ー
ジ
（
ア
ク
セ
ス
は
個
別
承
認

方
式
に
し
て
い
ま
す
）
も
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
連
絡
の
取
れ
な
か
っ
た

同
期
へ
発
信
し
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ

フ
ラ
イ
ン
で
同
期
会
を
開
催
す
る

の
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

近
畿
鴻
峰
会
Ｈ
Ｐ
（https://yam

a
ko-kinki.com

/

）

facebook

（https://www.facebo
ok.com

/groups/26116696725
0081

）

近
畿
鴻
峰
会
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
充
実
を

近
畿
鴻
峰
会 

会
長　

松
原
　
武
夫
（
81
期
）

第
68
回
近
畿
鴻
峰
会
総
会
・
懇
親
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
日
時
》

令
和
４
年
７
月
３
日
（
日
）
11
～
13
時

《
会
場
》

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

（
大
阪
市
北
区
堂
島
浜
１
ー
３
ー
１
）

電
話
：
０
６
（
６
３
４
７
）
１
１
１
２

総
会
終
了
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
研
修
セ
ン
タ
ー
専
門
委
員
、「
小
さ

な
旅
」旅
人
の
山
本
哲
也（
や
ま
も
と
て
つ
や
）氏
を
講
師
に
、

演
題
『「
小
さ
な
旅
」
か
ら
見
え
る
日
本
』
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
を
予
定
。

《
講
演
者
》

〈
山
本
哲
也
氏
の
略
歴
〉

▽
山
口
県
萩
市
（
旧
旭
村
佐
々
並
）
出
身
▽
山
口
県
立
山
口
高

等
学
校
卒
81
期
（
１
９
７
５
年
卒
）
▽
出
演
番
組
：「
小
さ
な
旅
」

旅
人
、「
地
域
魅
力
化
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ふ
る
さ
と
グ
ン
グ
ン
！
」

キ
ャ
ス
タ
ー
▽
モ
ッ
ト
ー
：
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
・「
今
日

亦
真
摯
」、
而
今
（
今
に
集
中
）
▽
あ
の
時
あ
の
場
所
で
、
思

い
出
の
：
小
さ
な
旅
６
年
目
、
訪
ね
た
場
所
は
１
０
０
ヶ
所
を

超
え
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
、
生
き
る
ヒ

ン
ト
が
あ
ふ
れ
て
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

▽
懇
親
会
（
会
費
７
千
円
）

▽
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

▽
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
及
び
各
線
梅
田
駅
か
ら
徒
歩
10
～
15
分
、
JR

東
西
線
北
新
地
駅
11
ー
21
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
５
分
▽
地
下

鉄
御
堂
筋
線
・
京
阪
本
線
淀
屋
橋
駅
７
番
出
口
よ
り
徒
歩
約

７
分
▽
京
阪
中
之
島
線
大
江
橋
駅
２
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
３

分
▽
地
下
鉄
四
つ
橋
線
西
梅
田
駅
Ｃ
ー
92
出
口
、
肥
後
橋
駅

１
ー
Ａ
出
口
よ
り
徒
歩
約
７
分
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
→
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
大
阪
→
ハ
ー
ビ
ス
大
阪
→
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
）

　

近
畿
鴻
峰
会
（
松
原
武
夫
会

長
）
は
７
月
３
日
（
日
）
11
時

か
ら
、
大
阪
市
北
区
堂
島
浜
の

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
大
阪
で
「
第
68
回
近
畿
鴻
峰

会
総
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

一
昨
年
・
昨
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

を
鑑
み
、
総
会
・
懇
親
会
を
や

む
な
く
中
止
し
ま
し
た
が
、
２

年
前
は
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎

え
し
て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
慧
氏
（
１
１
０

期
）
に
よ
る
の
歌
唱
な
ど
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
は

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
万
全
な

拡
大
防
止
策
を
施
し
た
上
で
、

時
間
も
短
縮
し
て
開
催
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
研
修
セ
ン

タ
ー
専
門
委
員
の
山
本
哲
也
氏

（
81
期
）
を
お
迎
え
し
『「
小
さ

な
旅
」
か
ら
見
え
る
日
本
』
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
等
、

十
分
な
感
染
防
止
対
策
を
と
り
、

注
意
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。歓談の様子お楽しみ抽選会の様子  

お
知
ら
せ

◇
総
会
11
時
～
11
時
40
分

◇
懇
親
会
＝
11
時
40
分
～
13
時

（
会
費
７
千
円
）

《
支
払
方
法
な
ど
》

①
同
窓
会
活
動
に
ご
賛
同
い
た

だ
け
る
方
は
維
持
会
費
３
千
円

を
お
振
り
こ
み
下
さ
い
。

②
総
会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
れ

る
方
は
懇
親
会
費
と
維
持
会
費

３
千
円
（
一
般
会
員
は
合
計
１

万
円
）
を
案
内
状
に
同
封
の
振

込
用
紙
で
事
前
に
お
振
り
込
み

下
さ
い
。

③
上
記
以
外
の
カ
ン
パ
も
歓
迎

致
し
ま
す
。
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11
月
９
日
（
火
）

　

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
維
新

百
年
記
念
公
園
補
助
競
技
場
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
た
公

園
内
周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
維
新
公
園
で
開
催
さ
れ
る

の
は
２
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。
ま

た
、
全
校
生
徒
が
集
ま
る
学
校

行
事
は
こ
れ
が
今
年
度
初
め
て

で
あ
っ
た
。
女
子
は
３
・
５
㎞
、

男
子
は
５
㎞
を
全
力
で
駆
け
抜

け
、笑
顔
で
ゴ
ー
ル
し
て
い
た
。

①

②③11
月
11
日
（
木
）

　

午
後
は
、
恒
例
の
健
康
を
考

え
る
行
事
「
山
高
健
康
の
日
」

が
開
催
さ
れ
た
。「
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
～
コ
ロ
ナ
禍
に
思
う
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
多
彩
な
講
師
を

お
招
き
し
、
14
の
講
座
が
開
設

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
生

徒
達
は
自
ら
の
健
康
・
命
の
大

切
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
講
座
を
熱
心
に
受
講
し

て
い
た
。

④⑤11
月
20
日
（
土
）

　

一
年
延
期
に
な
っ
て
い
た
創

立
１
５
０
周
年
記
念
行
事
が
山

口
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

市
民
会
館
に
は
２･

３
年
次
生

と
来
賓
、
同
窓
会
関
係
者
な
ど

が
入
場
で
き
た
が
、
１
年
次
生

は
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を

視
聴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
記

念
式
典
の
後
、
管
弦
楽
部
・
合

唱
部
に
よ
る
記
念
演
奏
が
披
露

さ
れ
た
。
記
念
講
演
で
は
株
式

会
社
第
一
生
命
経
済
研
究
所
経

済
調
査
部
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
熊
野
英
生
さ
ん
が
、「
未
来

志
向
の
作
り
方
～
人
生
１
０
０

年
キ
ャ
リ
ア
を
生
き
抜
く
た
め

に
～
」
と
い
う
演
題
で
講
演
さ

れ
た
。
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
に
も
よ
く
出
演
さ
れ
て

い
る
熊
野
さ
ん
は
本
校
の
Ｏ
Ｂ

（
92
期
）
で
あ
り
、
情
熱
的
な

語
り
で
聴
衆
を
惹
き
つ
け
た
。

そ
の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、本
校
全
日
制
、

定
時
制
、
徳
佐
分
校
そ
れ
ぞ
れ

の
生
徒
代
表
と
熊
野
さ
ん
が「
山

口
高
校
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

学
校
を
め
ざ
す
べ
き
か
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
討
論
を
行
っ
た
。

生
徒
代
表
か
ら
は
、
母
校
に
対

す
る
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
発

言
が
相
次
ぎ
、
中
身
の
濃
い
討

論
と
な
っ
た
。
事
後
の
生
徒
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
高
校
で
学
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
」

「
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
感
謝

し
て
、
伝
統
に
恥
じ
な
い
よ
う

努
力
し
た
い
」
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
多
数
み
ら
れ
た
。
１
５
０

周
年
と
い
う
節
目
に
立
ち
会
え

た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

改
め
て
気
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
っ
た
。

⑥

⑦⑧
　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
記
念
館

披
露
と
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
同
窓

会
は
じ
め
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら

集
ま
っ
た
寄
付
金
の
お
か
げ
で
、

外
装
内
装
も
綺
麗
に
補
修
さ
れ
、

山
口
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

記
念
館
は
蘇
っ
た
。
ま
た
、
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
本
校
Ｏ
Ｂ

（
70
期
）
の
田
辺
武
氏
の
作
品

で
、記
念
館
前
に
設
置
さ
れ
た
。

⑨⑩⑪

12
月
21
日
（
火
）
～
24
日
（
金
）

　

昨
年
度
の
２
年
生
の
修
学
旅

行
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
が
、

今
年
度
は
行
き
先
を
九
州
方
面

へ
変
更
し
て
実
施
さ
れ
た
。
博

多
で
は
劇
団
四
季
の
「
キ
ャ
ッ

ツ
」
を
鑑
賞
し
た
。
マ
リ
ン
ワ

ー
ル
ド
、
長
崎
原
爆
資
料
館
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
、
有
田
ポ
ー

セ
リ
ン
グ
パ
ー
ク
で
の
陶
芸
体

験
、
最
終
日
に
は
太
宰
府
で
共

通
テ
ス
ト
直
前
の
３
年
次
生
の

合
格
と
、
来
年
の
自
分
た
ち
の

合
格
を
祈
願
し
、
思
い
出
に
残

る
充
実
し
た
４
日
間
と
な
っ
た
。

⑫⑬⑭⑮

１
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

　

今
回
で
２
回
目
と
な
る
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ

た
。
会
場
は
例
年
通
り
山
口
大

学
、
山
口
県
立
大
学
の
２
校
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
昨
年
同
様
、
各
大
学
正

門
で
の
山
高
教
員
団
の
応
援
は

自
粛
と
な
っ
た
。
生
徒
達
は
、

前
日
14
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た

出
陣
式
で
の
先
生
方
か
ら
の
激

励
、
生
徒
代
表
の
言
葉
を
胸
に

大
一
番
に
望
ん
だ
。

⑯１
月
27
日
（
木
）

　

こ
の
日
の
午
後
は
、
サ
イ
エ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
理
数
科
２
年

次
生
に
よ
る
課
題
研
究
発
表
会

が
行
わ
れ
た
。
１
年
か
け
て
一

つ
の
テ
ー
マ
を
探
求
し
て
き
た

成
果
が
披
露
さ
れ
た
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
協
力
し
て
研
究
し

て
き
た
発
表
は
、
ど
れ
も
見
ご

た
え
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

⑰２
月
28
日
（
月
）

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
賞
状
授
与
式
が
、
今

年
度
は
実
施
さ
れ
た
。
１
年
次

生
は
各
教
室
で
リ
モ
ー
ト
配
信

と
な
っ
た
が
、
２
年
次
生
は
会

場
の
体
育
館
で
、
受
賞
す
る
３

年
次
生
の
姿
を
見
守
っ
た
。
こ

の
日
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

全
日
制
の
同
窓
会
入
会
式
は
昨

年
同
様
見
送
ら
れ
た
が
、
定
時

制
の
同
窓
会
入
会
式
は
昨
年
同

様
実
施
さ
れ
た
。

⑱３
月
１
日
（
火
）

　

令
和
３
年
度
卒
業
証
書
授
与

式
が
滞
り
な
く
挙
行
さ
れ
た
。

⑲⑳㉑本
校
全
日
制
普
通
科
１
２
８
回
、

理
数
科
51
回
、
定
時
制
普
通
科

72
回
、
通
信
制
普
通
科
66
回
、

衛
生
看
護
科
49
回
、
徳
佐
分
校

全
日
制
普
通
科
12
回
の
回
数
を

重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
年

は
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が

ら
も
一
歩
進
ん
で
、
全
日
制
と

定
時
制
は
合
同
で
式
が
執
り
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
出
席

者
は
卒
業
生
、
各
家
庭
１
名
の

保
護
者
、
担
任
等
の
関
係
教
職

員
と
最
低
限
の
人
数
に
絞
ら
れ
、

全
員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の

卒
業
式
と
な
っ
た
。
式
後
は
各

ク
ラ
ス
で
最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
が
行
わ
れ
、
一
人
一
人
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
教
室

に
は
卒
業
生
の
み
が
入
り
、
保

護
者
は
中
継
さ
れ
る
映
像
を
別

教
室
や
自
分
の
端
末
で
観
覧
す

る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。
卒

業
生
達
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
も
の
と
も
せ
ず
、

自
由
闊
達
に
、
友
人
達
と
切
磋

琢
磨
し
た
こ
の
山
高
で
の
経
験

を
プ
ラ
ス
の
も
の
と
し
、
一
層

飛
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

３
月
15
日
（
火
）、
17
日
（
木
）

㉒㉓
　

１･

２
年
生
に
よ
る
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
山
高
総

体
や
合
唱
大
会
は
学
年
別
開
催

と
な
り
、
銀
鐘
祭
は
中
止
と
な

っ
た
た
め
、
在
校
生
全
員
が
参

加
し
て
の
行
事
は
11
月
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
以
来
で
あ
り
、
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
生

徒
達
は
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
ア
ル
テ
ィ
メ

　
11
　
月

　
12
　
月

　
１
　
月

　
２
　
月

　
３
　
月

ッ
ト
と
各
競
技
に
わ
か
れ
て
奮

闘
し
、
応
援
す
る
生
徒
達
の
熱

の
こ
も
っ
た
歓
声
が
響
き
渡
っ

て
い
た
。

３
月
19
日
（
土
）

　

３
月
恒
例
の
行
事
と
な
っ
た

萩
高
校
と
共
催
で
の
「
萩
往
還

を
歩
く
会
」
が
、
両
生
徒
会
の

熱
い
熱
意
に
よ
り
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。
あ
い
に
く
の
天

気
と
な
っ
た
が
、
雨
の
降
り
し

き
る
中
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が

萩
市
・
梅
林
公
園
か
ら
山
口
市
・

県
庁
ま
で
の
約
34
・
４
㎞
を
完

歩
し
た
。

㉔３
月
23
日
（
水
）

　

近
年
活
躍
の
め
ざ
ま
し
い
演

劇
部
に
よ
る
春
公
演
が
山
口
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

脚
本
だ
け
で
な
く
作
曲
ま
で
も

す
べ
て
部
員
の
手
づ
く
り
に
よ

る
青
春
群
像
劇
「
種
な
し
ブ
ド

ウ
な
の
に
、
種
は
い
っ
て
ん
じ

ゃ
ん
。」
が
２
公
演
行
わ
れ
た
。

部
員
減
少
か
ら
廃
部
も
危
ぶ
ま

れ
た
時
期
を
乗
り
越
え
て
今
で

は
部
員
13
人
と
な
り
、
今
年
度

の
山
防
地
区
大
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
作
品
で
あ
る
。

㉕３
月
26
日
（
土
）

　

山
口
高
校
管
弦
楽
部
・
合
唱

部
合
同
の
定
期
演
奏
会
が
山
口

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。
管
弦
楽
部
は
第
47
回
、
合

唱
部
は
第
10
回
と
な
っ
た
今
回

の
演
奏
会
は
、
入
場
者
に
手
指

消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
昨
年
同
様
さ
ま
ざ

ま
な
感
染
症
対
策
を
実
施
し
て

の
開
催
と
な
っ
た
。
今
年
も
東

北
・
熊
本
応
援
グ
ッ
ズ
が
販
売

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
募
金
箱
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
来
場
者
よ
り
多
く
の

協
力
が
あ
っ
た
。

13
時
30
分
か
ら
マ
チ
ネ
コ
ン
サ

ー
ト
、
17
時
30
分
か
ら
ソ
ワ
レ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
演
し
、
１
・

２
年
次
生
部
員
を
中
心
に
、
卒

業
し
た
ば
か
り
の
３
年
次
生
も

加
わ
っ
て
演
奏
を
行
っ
た
。
多

く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
２
週
間
前

か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た

う
え
で
裏
方
と
し
て
参
加
し
、

演
奏
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
。

　

管
弦
学
部
が
全
国
大
会
で
金

賞
・
千
葉
県
教
育
長
賞
（
全
国

２
位
）
に
輝
い
た
バ
ッ
ハ
作
曲

「
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ 

ハ
短
調
」

は
情
感
溢
れ
る
圧
巻
の
で
き
ば

え
で
、
会
場
か
ら
歓
声
が
沸
き

上
が
っ
た
。
ま
た
、
ソ
ワ
レ
コ

ン
サ
ー
ト
で
上
演
さ
れ
た
恒
例

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「Beauty and

the Beast

（
美
女
と
野
獣
）」

で
は
、
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を
大
い
に
魅
了
し
、

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
送
る
観
客
も
い
て
大
好

評
で
あ
っ
た
。

【
山
口
高
校
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w

w
.yam

aguchi-h.
ysn21.jp/　

管
理
は
山
口
高
校

情
報
企
画
室
。

【
山
高
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w

w
.yam

ako.gr.jp/

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
維
持
管
理
は
山

口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム（
代

表
取
締
役
：
岡
山
秀
行
）
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
８
３
（
９
４
１
）
２
０
８

８
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
問
い
合
わ
せ

は
、
同
窓
会
事
務
局
へ
。



（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      令和 4 年 4 月 23 日

亀
山
（
明
治
維
新
史
跡
No
・
15
）

76
期
　
厚
東
　
一
生

　

亀
山
の
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

が
建
つ
敷
地
の
東
北
隅
と
東
南

隅
に
大
き
な
顕
彰
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。
東
北
隅
は
木
嶋
又
兵

衛
、
東
南
隅
は
周
布
政
之
助
の

顕
彰
碑
で
す
。
木
嶋
又
兵
衛
は

８
月
18
日
の
政
変
で
長
州
が
京

都
か
ら
締
め
出
さ
れ
一
橋
・
会

津
・
桑
名
を
中
心
と
し
た
親
幕

府
勢
力
に
牛
耳
ら
れ
た
京
都
の

体
制
に
一
戦
を
挑
も
う
と
し
た

主
戦
論
者
で
遊
撃
隊
を
率
い
て

禁
門
の
変
に
参
軍
し
討
ち
死
に

し
た
人
物
で
す
。
こ
の
顕
彰
碑

に
毛
利
元
昭
（
敬
親
の
孫
）
が

篆
額
を
贈
り
井
上
馨
が
撰
文
を

寄
せ
野
邨
素
介
（
長
州
三
筆
の

ひ
と
り
）
が
撰
文
を
書
し
て
い

ま
す
。
一
方
周
布
政
之
助（No

・

２
で
取
り
上
げ
た
人
物
）
の
顕

彰
碑
に
は
毛
利
元
徳
（
敬
親
の

世
子
）
が
篆
額
を
寄
せ
撰
文
・

書
は
木
嶋
又
兵
衛
碑
と
同
じ
く

井
上
馨
、
野
村
素
介
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
嘗
て
こ
の

山頂公園と現在の毛利敬親像

木
嶋
又
兵
衛
顕
彰
碑

聖
堂
の
建
つ
場
所
は
日
露
戦
争

の
戦
利
品
と
し
て
ロ
シ
ア
軍
の

旅
順
砲
台
の
大
砲
が
据
え
ら
れ

て
い
た
場
所
、
さ
ら
に
山
頂
公

園
に
は
維
新
の
功
績
を
讃
え
て

毛
利
敬
親
を
始
め
長
州
支
藩
四

藩
の
藩
公
な
ど
六
人
の
銅
像
が

建
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

大
砲
や
銅
像
は
太
平
洋
戦
争
中

に
金
属
供
出
で
「
出
征
」
し
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
亀
山
は
維

新
か
ら
明
治
に
か
け
て
長
州
人

の
功
績
と
誇
り
を
顕
彰
し
た
場

所
で
し
た
。

周
布
政
之
助
顕
彰
碑

サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
と
そ
の
敷
地

吉
野
川
橋
梁
雑
感81

期
　
小
坂
　
亮
二

　

昨
年
ま
で
豊
中
市
に
在
住
し

て
お
り
ま
し
た
81
期
の
小
坂
で

す
。
昨
年
末
退
職
を
機
に
社
会

人
初
任
地
で
も
あ
る
、
家
族
の

住
む
徳
島
に
戻
り
ま
し
た
。
本

来
な
ら
近
畿
鴻
峰
会
を
退
会
さ

せ
て
い
た
だ
く
べ
き
と
こ
ろ
で

す
が
、
幹
事
の
皆
様
の
ご
厚
意

に
甘
え
て
近
畿
鴻
峰
会
私
設
四

国
支
部
長
と
し
て
投
稿
を
い
た

し
ま
す
。
今
回
は
徳
島
を
筆
者

私
見
で
少
し
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

徳
島
は
近
畿
に
入
る
か
ど
う

か
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
（
？
）
地
上
波
Ｔ
Ｖ
放
送

で
言
い
ま
す
と
。
毎
日
放
送
、

朝
日
放
送
、
関
西
テ
レ
ビ
、
テ

レ
ビ
大
阪
、
サ
ン
テ
レ
ビ
、
テ

レ
ビ
和
歌
山
ま
で
受
信
で
き
ま

す
。
大
人
の
事
情
で
読
売
テ
レ

ビ
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
が
キ
ー

局
の
四
国
放
送
が
カ
バ
ー
し
て

お
り
ま
す
。
位
置
は
明
ら
か
に

四
国
で
す
が
文
化
的
に
は
限
り

な
く
近
畿
圏
で
す
。

　

さ
て
徳
島
と
い
え
ば
阿
波
踊

り
、
鳴
門
の
鯛
や
渦
潮
、
大
塚

美
術
館
、
灰
干
し
わ
か
め
、
ス

ダ
チ
と
名
物
は
数
々
あ
り
ま
す

が
今
回
は
坂
東
太
郎（
利
根
川
）、

筑
紫
次
郎
（
筑
後
川
）
と
並
ん

で
日
本
３
大
あ
ば
れ
川
と
称
さ

れ
る
川
の
一
つ
、四
国
三
郎（
吉

野
川
）
に
架
か
る
橋
の
お
話
を

少
し
ば
か
り
…

　

徳
島
県
は
北
に
阿
讃
山
脈
、

南
に
四
国
山
脈
、
東
に
紀
伊
水

道
、
東
西
に
吉
野
川
を
配
し
主

な
平
野
部
は
吉
野
川
沿
い
に
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
吉
野

川
が
藍
の
栽
培
や
鳴
門
金
時
な

ど
の
徳
島
の
海
山
の
恵
み
の
源

と
も
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

地
形
的
に
は
徳
島
平
野
を
南
北

に
分
断
し
政
治
、
経
済
、
文
化
、

教
育
に
良
く
も
悪
く
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
ま
す
。
も
し
吉

野
川
が
無
け
れ
ば
徳
島
県
は
四

国
の
表
玄
関
と
し
て
も
っ
と
発

展
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

…
!?

　

な
ど
と
妄
想
を
抱
い
て
い
て

も
仕
方
の
な
い
こ
と
で
の
で
、

四
国
三
郎
の
治
水
に
心
を
砕
き

な
が
ら
徳
島
の
南
北
問
題
を
解

決
す
べ
く
架
橋
を
果
た
し
て
き

た
先
人
た
ち
に
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
吉
野
川

は
「
橋
の
博
物
館
」
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
様
々
な
規
模
、
工
法
、

時
代
の
橋
が
架
か
り
、
そ
の
数

47
に
上
り
ま
す
。

「
橋
の
博
物
館
」
Ｈ
Ｐ
⇨https:

//w
w
w
.pref.tokushim

a.lg.jp/
bridge/introduce/

　

ど
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
橋
ば
か

り
な
の
で
す
が
今
日
は
昭
和
３

年
に
竣
工
し
御
年
94
歳
に
な
ん

な
ん
と
す
る
そ
の
名
も
「
吉
野

川
橋
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
十

三
大
橋
や
武
庫
大
橋
の
設
計
で

も
有
名
な
名
匠
増
田
淳
が
設
計

し
た
17
個
の
ア
ー
チ
を
持
つ
曲

弦
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
ト
橋
は
秀

麗
「
眉
山
」
を
バ
ッ
ク
に
ま
さ

に
徳
島
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
風
景

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
橋
が
完
成
す
る
ま
で
渡

河
に
苦
労
し
て
い
た
お
年
寄
り

が
「
新
し
い
橋
は
嬉
し
い
が
、

あ
ん
な
階
段
を
17
回
も
昇
り
降

り
す
る
の
は
か
な
わ
ん
。」
と

こ
ぼ
し
た
の
は
有
名
な
話
で
す
。

　

私
が
徳
島
に
赴
任
し
た
昭
和

54
年
は
吉
野
川
橋
と
下
流
に
架

か
る
吉
野
川
大
橋
が
国
道
11
号

線
と
そ
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
そ

の
下
流
に
阿
波
し
ら
さ
ぎ
大
橋

が
完
成
、
さ
ら
に
３
月
に
開
通

し
た
ば
か
り
の
高
速
道
路
橋
の

吉
野
川
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋
が
最

下
流
か
ら
46
橋
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　

国
内
最
長
級
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
の
吉
野
川
サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋

と
完
成
当
時
東
洋
一
と
い
わ
れ

た
吉
野
川
橋
を
祖
谷
の
か
ず
ら

橋
と
共
に
見
に
ぜ
ひ
ぜ
ひ
一
度

徳
島
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。

吉
野
川
橋
と
眉
山

フ
ラ
ン
ス

88
期
　
長
田
　
稔

　

皆
さ
ん
は
「
フ
ラ
ン
ス
」
と

聞
い
て
、
何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
？
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、

凱
旋
門
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
…

あ
る
い
は
、
数
年
前
火
災
に
見

舞
わ
れ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖

堂
か
（
話
は
そ
れ
る
が
、
こ
の

火
災
で
我
ら
が
故
郷
の
シ
ン
ボ

ル
の
一
つ
で
あ
っ
た
サ
ビ
エ
ル

記
念
聖
堂
の
悲
劇
を
思
い
出
し

た
）。
パ
リ
の
建
造
物
以
外
な

ら
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
象

徴
さ
れ
る
美
食
・
ワ
イ
ン
の
国
、

映
画
が
お
好
き
な
ら
フ
ラ
ン
ス

映
画
か
。
は
た
ま
た
、
世
界
遺

産
の
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
、

コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

地
中
海
の
美
し
い
海
…
い
ず
れ

に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で

地
理
的
に
遠
く
、
実
際
に
訪
れ

て
い
な
い
限
り
、
中
々
そ
の
実

像
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
困
難

で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
１
９
８

９
年
５
月
か
ら
一
年
間
フ
ラ
ン

ス
に
滞
在
し
た
私
の
、
か
の
国

そ
し
て
同
国
民
の
印
象
を
か
い

つ
ま
ん
で
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
は
、
国
の
豊
か
さ
と
い

う
か
、
余
裕
み
た
い
な
も
の
を

感
じ
た
。
そ
れ
は
国
土
の
広
さ

だ
っ
た
り
、
農
業
国
で
あ
る
こ

と
に
由
来
す
る
の
か
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
か
で
は
計
れ
な
い
何
か
が
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
人

は
、
勤
勉
と
い
え
ば
聞
こ
え
は

よ
い
が
、
常
に
あ
く
せ
く
し
て

る
、余
裕
が
な
い
と
感
じ
る（
少

な
く
と
も
自
分
の
周
り
の
人
々
）。

　

次
に
、
巷
間
語
ら
れ
る
「
個

人
主
義
」
と
「
英
語
を
話
さ
な

い
」
問
題
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
自

分
の
こ
と
以
外
に
興
味
の
な
い

国
民
性
で
あ
る
と
感
じ
た
（
少

し
極
端
な
表
現
だ
が
）。
英
語

を
話
せ
る
の
に
話
さ
な
い
場
合

も
あ
る
が
、
英
語
を
解
さ
な
い

人
も
多
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
見
た
日
本

に
つ
い
て
。
関
心
は
高
い
と
は

言
え
な
い
。
但
し
、
漫
画
や
ア

ニ
メ
、
近
年
の
日
本
食
・
弁
当

人
気
（
も
っ
ぱ
ら
パ
リ
で
の
現

象
か
）に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
部
「
日
本
文
化
」
へ
の
興
味

は
認
め
ら
れ
る
。
西
洋
の
印
象

派
絵
画
へ
日
本
の
浮
世
絵
が
影

響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
日
本
文
化
は
、

無
関
心
フ
ラ
ン
ス
人
を
も
感
動

さ
せ
る
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
、

日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
い
。

　

最
後
に
こ
の
国
で
生
活
し
た

こ
と
で
「
純
日
本
人
」
の
私
に

身
に
付
い
た
習
慣
等
に
つ
い

て
。
赤
ワ
イ
ン
が
美
味
し
い
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
渡
仏

前
は
白
ワ
イ
ン
し
か
飲
め
な
か

っ
た
。
赤
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
と

の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
幸
せ
だ
っ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
は
ブ
ラ
ッ
ク
で
飲
み

（
渡
仏
前
は
ク
リ
ー
ム
を
ど
ぼ

ど
ぼ
入
れ
る
派
だ
っ
た
）、
毎

朝
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
欠
か
さ
な
い
。

以
上
、
最
後
ま
で
お
読
み
い
た

だ
き
感
謝
。話
は
尽
き
な
い
が
、

紙
幅
の
都
合
で
こ
の
辺
り
で
ペ

ン
を
置
く
。
本
稿
が
好
評
で
あ

れ
ば
、
続
編
を
綴
る
こ
と
は
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
（
笑
）。

弓
道
と
い
う
武
道
の
紹
介

91
期
　
宮
崎
　
健
二

　

私
は
も
う
40
年
も
昔
、
美
東

中
学
校
時
代
の
３
年
間
、
弓
道

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
山
高
時
代
は
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後

大
学
、
社
会
人
に
な
っ
て
弓
道

と
は
全
く
縁
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
地
元

生
駒
市
に
弓
道
場
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
生
駒
市
の
道
場
に
通

っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
時
代

か
ら
実
に
35
年
の
時
間
が
空
い

て
お
り
ま
し
た
。
経
験
者
と
い

う
こ
と
も
あ
り
比
較
的
入
り
込

み
や
す
く
、
感
覚
も
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

弓
道
と
は
28
ｍ
先
の
直
径
36

㎝
の
的
に
向
か
っ
て
矢
を
放
ち

そ
の
的
中
を
競
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
的
中
だ
け
で
な
く
そ
の

前
後
で
の
体
配
と
い
う
作
法
も

重
要
視
さ
れ
る
武
道
の
一
種
で

す
。
日
本
の
弓
は
世
界
的
に
見

て
も
そ
の
弓
の
長
さ
（
７
尺
３

寸
＝
２
ｍ
21
㎝
）
が
長
い
の
が

特
徴
で
す
。
礼
に
始
ま
り
礼
に

終
わ
り
、
的
中
を
上
げ
る
た
め

に
は
そ
の
集
中
力
と
精
神
力
が

問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

弓
道
を
再
開
し
て
約
５
年
が

た
ち
地
元
奈
良
県
の
大
会
な
ど

に
も
参
加
し
、
県
内
で
は
あ
り

ま
す
が
成
年
男
子
の
部
で
三
位

に
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
渦
で
十
分
な

練
習
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
多

い
の
で
す
が
、
私
の
道
場
は
幸

い
に
練
習
は
比
較
的
自
由
に
で

き
ま
す
。
道
場
に
は
60
歳
を
超

え
て
か
ら
始
め
る
人
も
い
て
様

々
な
人
と
も
交
流
し
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
で
き
る
限
り
は
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
枚
方
市
に
住
ん
で
35
年

に
な
る
が
、
23
年
前
か
ら
「
星

の
ブ
ラ
ン
コ
」
が
出
来
て
い
る

こ
と
を
全
然
知
ら
ず
に
過
ご
し

て
き
た
。
交
野
の
地
は
七
夕
伝

説
の
里
で
あ
り
星
降
る
里
の
シ

ン
ボ
ル
と
い
う
意
味
合
い
で
、

こ
の
吊
り
橋
に
「
星
の
ブ
ラ
ン

コ
」
と
い
う
愛
称
が
つ
い
た
。

橋
長
２
８
０
ｍ
、
主
塔
と
主
塔

の
間
２
０
０
ｍ
、
最
大
地
上
高

50
ｍ
、
主
塔
高
35
・
２
ｍ
、
有

効
幅
員
１
・
２
ｍ
、床
版（
米
松
）

か
ら
な
る
。
人
道
吊
り
橋
と
し

て
は
全
国
的
に
も
最
大
級
の
規

模
で
あ
る
。

　

早
速
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
へ

向
か
う
こ
と
に
す
る
。
駐
車
場

か
ら
森
林
鉄
道
風
歩
道
橋
を
通

り
な
が
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ

ー
ル
へ
向
か
う
。
高
さ
16
・
５

ｍ
の
本
格
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設

（
国
体
で
使
用
）
で
あ
る
。
利

用
す
る
に
は
資
格
が
必
要
で
あ

る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

を
右
手
に
、
管
理
道
を
ひ
た
す

ら
登
り
続
け
る
と
約
25
分
で「
星

の
ブ
ラ
ン
コ
」
北
側
へ
と
た
ど

り
着
く
。
対
岸
の
主
塔
を
確
認

し
、
交
野
吊
橋
「
星
の
ブ
ラ
ン

コ
」
全
長
２
８
０
ｍ
の
空
中
散

ほ
し
だ
園
地
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」

76
期
　
岡
田
　
満

歩
に
繰
り
出
す
。
ほ
し
だ
園
地

の
森
を
眼
下
に
眺
め
、
四
季
折

々
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
幅
が
１
・
２
ｍ
あ
る
が

非
常
に
狭
く
感
じ
る
、
対
岸
か

ら
の
す
れ
違
い
者
が
あ
る
と
凄

く
狭
さ
を
感
じ
足
が
竦
む
。
ま

た
、
風
で
揺
れ
る
と
や
は
り
足

が
竦
む
。
緊
張
感
を
感
じ
る
空

中
散
歩
で
あ
る
。
対
岸
に
た
ど

り
着
き
、
振
り
返
り
「
星
の
ブ

ラ
ン
コ
」
主
塔
を
確
認
す
る
。

　

お
ね
す
じ
の
道
、
管
理
道
、

や
ま
び
こ
広
場
を
経
て
10
分
で

展
望
台
へ
と
た
ど
り
着
く
。「
星

の
ブ
ラ
ン
コ
」
を
見
下
ろ
す
こ

と
が
で
き
全
景
、
両
主
塔
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

比
叡
山
か
ら
北
摂
連
山
と
京
都

市
街
地
が
見
渡
せ
る
展
望
ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
風

景
で
休
憩
す
る
の
に
最
適
で
あ

る
。
休
憩
後
、や
ま
び
こ
広
場
、

ま
つ
か
ぜ
の
路
、
や
ま
び
こ
広

場
、
管
理
道
（
下
か
ら
の
角
度

で
の
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
を
見

学
）、
わ
ん
ぱ
く
広
場
、
森
林

鉄
道
風
歩
道
橋
を
通
り
駐
車
場

へ
の
２
時
間
で
あ
っ
た
。
皆
様

も
是
非
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
を

一
度
散
策
下
さ
い
。

「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
北
➡
南

「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
南
➡
北
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ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

３
月
21
日
全
面
解
除
さ
れ
ま
し

た
が
、
感
染
症
予
防
対
策
を
十

分
行
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
３

つ
の
密
の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
石
鹸
に
よ
る
手
洗
い
や
手

指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

消
毒
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行

な
ど
を
実
施
さ
れ
健
や
か
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

第
68
回
近
畿
鴻
峰
会
総
会
・

懇
親
会
（
７
月
３
日
（
日
）
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

大
阪
11
時
～
13
時
）
に
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
沢
山
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
維
持
会
員
の
確

保
拡
大
に
向
け
て
会
報
を
発
行

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

〒 530-0001 大阪市北区梅田 2-4-13 阪神桜橋ビル 2 階 山口県大阪事務所内
　TEL.06（6131）7260　FAX.06（6341）0769

関西山口県同郷会　www.dokyokai.com

近畿鴻峰会のみなさんへ
　関西山口県同郷会は、2019 年に 130 年を迎え
た歴史ある会です。会員は 500 名ほどで、旅行や
ゴルフ、釣り、トレッキングなどのサークル活動
や高校野球や駅伝など故郷の選手の応援などで楽
しく活動しています。近畿鴻峰会のみなさんも是
非、ご参加下さい。お待ちしております。

社会見学サークル

昨年の総会の様子

（2022年 3月 31日現在）

幹
事
：
岩
佐
善

雄
（
77
期
）、
電

話
：
０
６（
６
３

１
９
）
３
５
８
０
、
メ
ー
ル
：

y_iw
asa@

totetsuken.co.jp

　

近
畿
鴻
峰
会
・
会
長
杯
（
春
）

近
畿
鴻
峰
会
会
長
杯
ゴ
ル
フ
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
た
め
中
止
と
考
え
て

い
ま
す
。
次
回
（
秋
）
は
検
討

中
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幹
事
：
南
正
晴

（
72
期
）、
電
話

０
７
８
（
７
４

７
）
０
２
９
４

／
メ
ー
ル
：m

.
m
inam

i@
fork

.ocn.ne.jp

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
落

ち
着
い
て
来
る

と
と
も
に
、
し

ば
ら
く
休
会
し

て
い
ま
し
た
一

木
会
講
演
会
に
も
春
の
訪
れ
を

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

３
月
21
日
に
解
除
さ
れ
た
と
は

い
い
な
が
ら
、
４
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
話
も
出
て
い
る
折
、

ま
だ
用
心
し
な
い
と
い
け
な
い

時
期
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
７
月

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

近
畿
鴻
峰
会
総
会
が
無
事
開
催

に
漕
ぎ
つ
か
れ
た
後
、
秋
口
あ

た
り
か
ら
再
開
し
た
ら
…
と
思

案
し
て
い
ま
す
。
地
下
の
「
Ｅ

一
木
会

Ｎ
Ｎ
」
で
会
食
を
皆
さ
ん
と
心

置
き
な
く
楽
し
め
る
よ
う
に
な

る
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。
日
程

は
近
畿
鴻
峰
会
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
師
は
、
こ
れ
ま
で

の
予
定
に
沿
っ
て
次
の
順
に
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
馬
場
久
枝
（
74
期
）
様
：
争

続
に
な
ら
な
い
た
め
の
遺
言

②
諏
訪
靖
二
（
68
期
）
様
：
伝

授
し
ま
す
。
自
分
の
土
地
や
家

屋
を
災
害
か
ら
守
る
方
法

③
原
川
修
一
郎
（
74
期
）：
私

の
社
会
人
人
生

事
務
局
：
山
川

清
（
73
期
）、
電

話
０
９
０
（
７

０
９
７
）
９
２

９
０
／
メ
ー
ル
：k.yam

akaw
a

@
jcom

.zaq.ne.jp

　

２
０
２
２
年
度
は
、
次
の
行

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
近
畿

自
然
に
親
し
む
会

鴻
峰
会
Ｈ
Ｐ
で
告
知
致
し
ま
す
。

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
：
５
月
／
万

博
公
園
▽
熊
野
古
道
を
歩
く
：

６
月
／
中
辺
路
１
、９
月
／
中

辺
路
２
、
10
月
／
中
辺
路
３
▽

耐
寒
登
山
：
２
月
／
金
剛
山

　

２
０
０
１
年
卒
業
の
佐
原
由

紀
子
（
旧
姓
：
上
村
）
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
は
素
敵
な
機
会

を
頂
戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

在
学
中
は
管
弦
楽
部
に
所
属

し
、
３
年
時
に
は
部
長
を
務
め

ま
し
た
。
当
時
の
顧
問
・
八
木

資
義
先
生
、
縄
田
正
規
先
生
に

あ
た
た
か
く
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
。
担
当
楽
器
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
で
、
大
学
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
演
奏
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

山
高
に
入
学
し
て
１
番
に
感

動
し
た
の
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
美
し
い
記
念
館
で
し

た
。「
こ
ん
な
歴
史
あ
る
素
敵

な
場
所
で
、
部
活
が
で
き
る
な

ん
て
す
ご
い
！
」
と
感
動
し
な

山
高
管
弦
楽
部
時
代
の
思
い
出
と

今
の
私
「
働
く
マ
マ
の
朝
活
会
in
西
宮
」

１
０
７
期　

佐
原  

由
紀
子
（
旧
姓
：
上
村
）

が
ら
、練
習
し
て
お
り
ま
し
た
。

３
年
間
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
私
の
青

春
が
詰
ま
っ
た
思
い
出
の
場
所

で
す
。

　

山
高
卒
業
後
は
、
京
都
薬
科

大
学
へ
進
学
、
薬
剤
師
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
甲
子
園
球

場
の
あ
る
兵
庫
県
西
宮
市
在
住

で
、
中
１
息
子
と
小
６
娘
の
子

育
て
中
で
す
。「
福
男
選
び
」

で
有
名
な
西
宮
神
社
の
す
ぐ
近

く
に
あ
る
「
ゆ
う
づ
き
薬
局
」

で
管
理
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　

今
で
も
山
口
帰
省
時
に
は
、

記
念
館
を
見
に
行
っ
た
り
、
瑠

璃
光
寺
で
家
族
写
真
を
撮
っ
た

り
、山
口
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド「
ど

ん
ど
ん
」
の
う
ど
ん
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
お
り
ま
す
。
山
口
の

地
酒
が
大
好
き
で
、「
獺
祭
」「
東

洋
美
人
」「
五
橋
」
な
ど
お
土

産
に
買
っ
て
帰
り
、
山
口
を
想

い
な
が
ら
自
宅
で
晩
酌
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

働
く
マ
マ
の
つ
な
が
り
と
学

び
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
働

く
マ
マ
の
朝
活
会
in
西
宮
」
を

２
０
１
６
年
に
立
ち
上
げ
、
毎

月
１
回
働
く
マ
マ
達
と
一
緒
に
、

朝
活
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
夢
」「
手
帳
の
使
い
方
」
な

ど
、
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め

て
楽
し
く
語
り
合
い
、
パ
ワ
ー

充
電
が
で
き
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
春
に
、
神
戸
新

聞
の
「
ひ
と
探
訪
」
コ
ー
ナ
ー

に
掲
載
頂
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
近
畿
鴻
峰
会
の
田
原
幸

夫
さ
ん
が
見
つ
け
て
下
さ
り
、

本
会
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
縁
に
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

近
畿
に
い
て
も
、
こ
う
し
て

山
高
の
同
窓
生
の
皆
様
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
嬉

し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
の
写
真
。

１
列
目
の
左
か
ら
２
人
目
が
佐
原
さ
ん

山高時代の管弦楽部集合写真

記
念
館
改
修
工
事
竣
工

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

近
畿
鴻
峰
会 

会
長　

81
期　

松
原　

武
夫

　

２
０
２
１
年
11
月
20
日
に
、

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
創
立

１
５
０
周
年
記
念
式
典
が
執
り

行
わ
れ
、
近
畿
鴻
峰
会
を
代
表

し
て
出
席
し
て
参
り
ま
し
た
の

で
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
本
来
は

２
０
２
０
年
開
催
の
予
定
で
し

た
が
本
年
開
催
と
な
り
、
会
場

も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
確
保
す
る
為
、
山
口
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
を
主
会
場
と
し
、

リ
モ
ー
ト
で
小
ホ
ー
ル
お
よ
び

山
高
と
分
散
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

山口県立山口高等学校創立 150 周年記念式典

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

来
賓
と
し
て
山
口
県
知
事
、

山
口
市
長
ほ
か
多
数
の
ご
臨
席

が
あ
り
全
体
で
約
１
２
０
０
名

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
山
高

管
弦
楽
部
は
２
０
２
１
年
全
国

で
２
位
、
金
賞
を
受
賞
し
た
と

の
事
で
素
晴
ら
し
い
演
奏
も
聴

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
、

午
後
に
は
改
修
さ
れ
た
記
念
館

の
お
披
露
目
と
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
そ
ち

ら
も
出
席
致
し
ま
し
た
。

　

山
口
で
は
式
典
の
模
様
が
Ｔ

Ｖ
や
新
聞
で
も
大
き
く
と
り
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

創立 150 周年記念式典（山高管弦楽部の演奏）


